
第１学年

第２学年

令和元年度和歌⼭県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（中学校数学）

正答率 ２９.９％
無解答率 ２.７％

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ２５Ｂ６（１），Ｈ２９Ｂ２（１）

正答「５」

正答「ア，ウ」 主な誤答「ア，イ」

主な誤答「４」

１辺に２個ずつ碁石を並べると…
１辺に３個ずつ碁石を並べると…

のように，帰納的に調べることが
できていないと考えられます。

◎帰納的に調べることで，
事象について解釈させたり，
事柄を予想させたりする
場面をつくりましょう。

…

課題 与えられた条件の下で，
事象を明確にとらえること

正答率 ４０.３％
無解答率 ２.８％

課題 一次関数の意味を理解すること

◎具体的な数値を用いて，表・式・
グラフに表現し，関数関係について
考察する場面をつくりましょう。

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ１９Ａ１１（１），Ｈ２４Ａ１２，Ｈ３０Ａ１２

比例，反比例，一次関数の意味
を理解し，事象を一次関数として
とらえることができていないと
考えられます。

主な誤答
・Ａ中学校のタイムの合計とＢ中学校のタイムの
合計を比較している。
・Ａ中学校の方が早くゴールする根拠があいまいで，
説明が不十分である。
（例）マイナス同士で-27，プラス同士で+17になるか
ら，マイナスの数が多いので，Ａ中学校が早い。
・特定の区間のタイムのみで考察している。
（例）５区で-19秒も差があるので，Ａ中学校が早く
ゴールする。

第１学年 チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ２２Ａ１（３）， Ｈ２５Ａ１（４）

課題 具体的な場面において，事象を正の数，
負の数を用いて表現し考察すること

【事象をとらえる場面の設定】
Ａ中学校のタイムからＢ中学
校のタイムをひいた差が，何
を表しているのか，確認する
場面をつくりましょう。

差が負の数になる
ときは，Ａ中学校の
方が早いということ
がわかると，この表
の活用の仕方がわ
かってくる！

正答とする基準
「Ａ中学校のタイムからＢ中学校のタイムをひ
いた差の合計が-10秒であること」「Ａ中学校の
方が早くゴールすること」を記述している。

【事象に即して説明する場面
の設定】
問題解決した後に，その過
程を数学的に説明する場面を
つくりましょう。

正答率 ４３.５％
無解答率 １４.１％



第２学年

課題 事柄が成り⽴つ理由を，
構想を⽴てて説明すること

主な誤答
・111×ｎ とし，111の倍数であることを
記述している。
・111×ｎ とし，３の倍数であることを
記述している。
（ 3×37ｎ についての記述がない。）

正答率 ９.１％
無解答率 ２２.６％

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ２２Ｂ２（２），Ｈ２４Ｂ２（１） ，Ｈ２５Ｂ２（１）

正答例
100ｎ＋10ｎ＋ｎ ＝ 111ｎ

＝ 3×37ｎ
37ｎ は整数だから
3×37ｎ は３の倍数である。

「３の倍数である」ことを示すには、
式をどのような形にするとよいでしょう。

「３の倍数である」
ことを示すには，
式を「３×(整数)」
の形にします。

◎予想が成り立つことを説明するために
は，文字式をどのように変形すればよ
いのか，全体で確認する場面をつくり
ましょう。

生徒に記述式問題を解答する方法を指導するだけでなく，授業で生徒が
数学的に説明する活動を取り入れることが大切です。その際，前の考察に
おいての事柄と条件を変えて考えている事柄をつなげるなど，生徒が統合
的・発展的に考えることができるようにすることも大切です。

予想した事柄を演繹的に

考えることで，その事柄が

成り立つことを説明する。

事象における条件を変えて，
発展的に考察する。

22＝11×２，33＝11×３
55＝11×５，…
11の倍数になりそうだ。

ほかに，どのようなこと
を考えてみたいですか？

今度は，３の倍数
になりそうだけど，
説明の仕方はほぼ同
じね。

各位の数がすべて等しい２
けたの自然数が，何の倍数
になるか，説明しよう。

授業改善に向けて

各位の数をｎと
して考えても，
11と整数をかけた
形にできるはずね。

予想した事柄を演繹的に

考えることで，その事柄が

成り立つことを説明する。

問題解決を
振り返る。

帰納的に考えることで，成り立つ
と予想される事柄を見いだす。

帰納的に考えることで，
成り立つと予想される
事柄を見いだす。

事象における問題を数学的
にとらえる。

各位の数がすべて
等しい３けたの自然
数も調べてみよう。


